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ん 


ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 「 \ ス ト セ L リ シ ョ ンー 着 」 は 


北海 道 か ら 沖縄 まで 厳選 し た 27 軒 の お 宿 よ りお 選び いた だ き 
お ふた り 様 で ご 宿泊 で きる 
1 泊 2 日 また は 2 泊 3 日 の ギフ ト 券 で す 。 


ョ ン 煙 ] の ご 案内 


有効 期限 は ギフ ト 券 発行 昌 の 翌日 より 2 年間 と な り ま す 。 

発行 日 お よび 有効 期限 は ベス ト セレ クシ ョ ン 燈 ギフ ト 券 裏面 を ご 確 
訪 く だ さい 。 

で ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 「 ベ スト セレ クシ ョ ン 浴 は 本 冊子 「 ど 利用 の ど 
案内 」 に 記載 され て いる ペスト セレ クシ ョ ン 燈 専用 プラ ン の ど 利 用 
の み に と 使用 いた だ け ま す 。 ペ スト セレ クシ ョ ン 予 約 デス ク に て あ 
ら か じ め ご 予約 くだ さい 。 (2 ペー ジ を ど ご 参照 くだ さい 。) 
予約 の な い 「 ペ スト セレ クシ ョ ン 糧 ギフ ト 券 」 を 直接 宿泊 施設 へ ど 持 
参 さ れ て も ご 宿泊 は で きま せん 。 

る 当 訪 客室 が 満室 の 場合 、 ど 希望 に そえ な い 場 合 が ど ざい ます 。 
お 食事 は 、 旅 館 - ホ テル に より 食事 条件 が 異な り ます 。 詳 し く は 各 
ペー ジ を ど ご覧 くだ さい 。 

現金 と の お 引換 え 、 他 の ギフ ト 券 また は 他 の 金 種 へ の 交換 は で きま 
せん . ま た 、 返 金 また は 的 銭 は ど ざ いま せん 。 

所 著 、 粉 失 ま た は 焼失 ・ 破 摂 - 小 失 等 に 関し て は 、 当 社 は その 責任 を 
負い ませ ん 。 


で お 申込 み 後 、 お 客 様 の ご 都合 泊 を 取消 され る 場合 、 ま た は 奏 
泊 目 "宿泊 施設 の 変更 を ご 希望 され る 場合 、 有 効 期限 内 (宿泊 日 基 
挙 ) に 限り 、 宿 泊 予 約 を 取り 扱っ た 店 舗 の み で と 対応 させ て いた だ 
きま す 。 た だ し 、 取 消 料 の か か る 時 期 に な きま し て は 、 規 定 の 取消 料 
を 別途 ご 精算 いた だ きま す 。 

る 4 ペー ジ の 「 ご 利用 の ご 案内 」、65・66 ペ * 
に 、 詳 し い ご 案内 が ご ざい ます 。 お 店 し 込み し 
旅館 ・. ホ テル の ペー ジ と あわ せ て 必ず お 読み くだ さい 。 

す 「 ご 利用 の ご 案内 」 は 2022 年 7 月 現在 の 情報 に 基づい て 作成 され 
て お り 、 記 載 内 容 は 予告 な く 変更 され る 場合 が ご ざい ます 。 

る 「 ご 利用 の ご 案内 」 に 記載 され た プラ ン の 設定 期間 は 2023 年 9 月 
30 日 宿泊 まで で す 。2023 年 10 月 1 日 以 隆 の ご 宿泊 に つき まし て は 、 
2023 年 1 月 以降 に て ご 確認 いた だ く か 、 ペ スト セレ ク 
ショ ン 予 約 デス ク ま た は お 近く の 店 舗 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


ン の 「 ご 旅行 条件 書 」 
談 当 する 


ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 「 トス ト ゼ セ 

REP2 ク ジン が kt 4 | 
ギフ ト 券 yy = ey 

お 電話 で ご 予約 の 場合 


「 ご 利用 の ご 案内 」 記 載 の 奏 泊 施設 より 、 ご 項 望 の 旅館 - ホ テル を お 選び くだ さい (事前 に ギフ ト 基 裏面 記 載 の 有 効 期限 を お 確か めく だ さい ) 


 」 の ご 利用 方 法 


ーーー ギ フト 券 番号 
有効 基 限 
Coo0g ooao9a 


ベス ト セ レク ショ ン 予約 デス ク 全 0570・064・783 
玉堂 業 時 間 /10:0017:OO 月 ~ 金 宮 日 き 電 日生 二 始 (12/2Bー1/5) 休業 ※ 記 電話 は ご 利用 で きま せん 
オペ レー ター に ご 共 吉 の 宿泊 叙 @ 調 泊 日 @ 氏名 住所 @ 二 託生 号 
@ 種 類 「 替 | @ ギ フト 券 番号 人 の 有効 期限 (ギフ ト 苦 媒 面 に 記載 ) を お 伝え くだ さい 、 
ご WW の 和 の 0 まで に ご 予め くだ さい (この 叶 な で は めど な り ます ) 


、 、。 予約 符 すみ や か に 「 ペ スト セレ クシ ョ ン 地 ギフ ト 」 を 
ギフ ト 券 の ご 郵送 吾 両 に て ご 送付 くだ さい 。 
※ 上 記 ギ フト 共和 正式 予約 と な り ま す 。 


ベス ト セレ クシ ョ ン 予 約 デス ク より ご 
[日程 表 」 を お 送り させ て いた : 


ご 返送 


「 最 日程 表 」 を チェ ッ ク イン 時 に 克 泊 施設 に お 流し くだ さい 。 


る 


近畿 日 本 ツー リス ト 
グル ー プ で 予約 
お 近く の 近畿 日 本 ツー リス トグル ー プ 
(下記 参照 ) へ 「 ベ スト セレ クシ ョ ン 糧 
フト 和 」 を お 持ち に な り 、 ご 草 記 の 
宿泊 施設 ・ 宿 泊 日 を お 伝え くだ さい 。 
人 より [和弘] を お し し ます 。 


※「 ベ スト セレ クシ ョ ン 却 ギフト 区 」 を 下 反 宿泊 作 度 へ ど 持参 され て も 克 泊 は で きま せん 。 


近畿 日 本 ツー リス トグル ー プ 店 舗 の 一 例 


5 避 店 。 rmrOI-221-5489 [大 | ダラ ン フロ ント 大 阪 計 TiL06.6359.1271 
四 - 間 有 町 語 rm03.3216-3921 [ 下 - 恒 八 了 区 er08222L6II1 


[ 還 基 ] 名 古屋 中 央 店 rEL-052-541-8686 [ 香 机 ] ト ラベ ル サ ロ ン 情 多 座 前 EL092-287-9980 


で す が で 本 
きま す よ う 、 お い 邊 し 上 げ ます 


ア 


に 
旅館 ・ ホ テル イン デック ス 


全国 より 成層 し た 悪い と 寛ぎ の お 宿 全 27 軒 


3 オ 
ト ・ 湊 E(: ア 4 レル た 3) 
若泉 花巻 作 半 四 HOTEL&SPA モ ンチ ュ リー マリ ー ナ 語 人 23.24 
大 。 ANA チキ ンタ ル 和 比 高 原 り ゾー ト 提 セ っ Ba セコ 志 頁 欠 吉 の 抄 25.2 
バー クタ ハイアット 東京 皿 北 天 の 丘 あ ば しり 商 27.28 
2enagg BE ザッ ツ カ ー ル ト > 日 _- _29o 
ティ ネム mn The Okura Tolyo EE 
ウェ ステ ィ ン 格 ホテル 京都 | mm テル 拉 山 | 3334 
フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 京都 ET 東京 ステ ーション ホテ ル ss3e 
EE ザ ザ カハラ ホテ ル & リ ゾー ト 松 浜 3738 
ET 証 ECI 3ero 
人 電 林 朱 は つ は な 4142 
友 | sw EE 4344 
mn、 9RR。 川 赤 ホ テル sde 
ミ 和泉 あ た か 和 学 47.48 
24 9 ホテ ルオ ー タ ラ 京 痢 陸別 49.50 
( EE 区 衝 人 srrsz 
NMN 記 下 AR 。 希 水 科 区 5354 
ウェス テン ホル っ 、 ペ 呈 km ビス タ スパ & マ リー ナ 必中 ssse 
9 か (な 55 FPS 
こ の 上 全 FR SHIROYAMA HOTEL kagoshima 57se 
至高 の 時 間 を 過ごす に ふさ わし い ホ テル ば か り を ご 用 恋し て お り ます 生 つ ハレ クラ ニ 革 旨 seeo 
お 二 人 の 思い 測 に 狂 る 特別 な 1H を お 過ごし くだ きい 。 ET SDI ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン ホ テル 清き 


AA ス ト セ レ ワ シ ョ ン > 提 凍 の 


皿 定 日] 2022 年 10 月 1 日 一 2023 年 9 月 30 日 トー 中 が kg 
※ 各 放 謗 ・- ホ テル に より 診 外 日 が ござい ます 。 導 付 - ホ テル の 設定 妹 外 日 構 を ご 覧 くだ さい - 本 代 内 利用 券 割 引 基 EO て 


5 思 人 . マ ッ セ ー ジ 代 、 コ ン パニ オン 人 など 
に コー せん 。 ご 利用 に な ら な か っ た 利用 多 の 返 人 また | 


お も て な し に つい て 
到 の な い 細 、 作 泊 放 代 : ホ テル の フロ ント に 


ま 、 ご 私 用 いた 
ざい ませ ん 


ーー 


誠 ( 人 朝食 付 ※ お 食 生 は 旅 の 

了 ( 泊 科 の 対象 と な る 許 設 の 本 ー 語 に つい は を 
お り ます 。 
き 宮 ポテ ル の お も も て な は お客 の に お 本 


画 昌 休日 人 前 日 に つい て 


! 欠 = 
休日 | 人 
叩 

男 そ の 他 


人 日 の 
以外 の 日 


還 ら 和 玉 あ 所 に つい て 
掲載 の お 料理 写真 は 一 見 で す 。 慣 日 
ざい ます 入会 則 は 
ま サ 。 ま た 、 劉 所 が お 部 司 の 昌 人 お 畔 し 込み 人 各 遇 に より 、 庶 場 

店 問 和 に 変更 に な る 楊 合 が あり ます 。 年 末年 基 電 は 、 提 


だ いて いる 電 合 が こ ご ざい 


四則 メニ ュー と な 場合 が ご ざい ます 。 
還 和 に つい て 

補 また は 科室 ご 和合. 責 の 上げ F げ は セル フ ビー ビス と な 
5 了 1 日 目 | 宿泊 放 立 ・ ホ テル ( 泊 ) 系 問 自 チェ ッ フ イン くだ さい 。 
名 和泊 人 ホテ ル の お 還 は 、24 時 SM 人 人間 は 

入浴 で きま せん 。 ま た 、 代 略 呂 の < 基 記 の 誠に えな い | 昌和 [上 ] 少 ホ テル 出 半 ※ 千 白 チ ェ ッ ク アウ ト くだ さい 。 
場合 お よび お 所 り する 場合 が ご ざい ます 。 ーー ホテ ル 午 を ご 芝 ぐ だ 


aco Ya フェ aee 。 aaa 本 
[| 頻 人 
交 DR) 2 ご 1 旨 ご コト つの: い 6 PE 


人 


役付 き トイ レ 専用 が 
が あり ます 。 あり ます 。 


ルプ ww- ム 豆 (6 用 の 攻 宮 に [9| フロ ント で 手 i に よる 対応 が で きま す - 
リウ エス ト 可能 (予約 全能 (的 ) | に より 対 記 の 合 も ご ざい ま 9) 


ホテ ル - が 全 介 控 と な り ます 。 コー | の 客室 を 信夫 の 
( 環 ほ スペ ー ズ が ある 電 合 も ご ざい 下す 。) | 全 宗 灯 と な り まず | 全 の 設 主 が 生 です 


人 人 時 糧 と な り 


| rwsw-4 


至高 の 時 間 を 過ごす に ふる わし い 
ハイ クラ ス ホ テ ル ば か り で す 。 


お 二 人 の 思い 出 に 残る 特別 な 1 日 を お 過ごし くだ さい 。 


@ 特別 な 旅 に ふさ わし い 客 室 


@ 特別 な 時 間 
, 江 且 


非 日 常 感 あふ れる リゾ ー ト の 時 間 を 
ご 括 能 《 だ きい. 


心 と か 6 だ の 健康 を 手 に 入れ 一 人 で 通 ご す 特 別 な 時 間 を 。 
日 頃 の 接 れ る 癒 きれ る … 


⑧$ 


バー ク ハイ アッ ト 東京 Zenagi 


ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 
補 比 高原 リゾ ー ト 


章仁 


仙 天 呈 只 (0) 


花巻 温泉 の 奥 座 敷 . 南 部 赤松 林 の 緑 滴 る 山々 に 囲ま れ て 、 清 涼 な 台 川 の せ せ 6 ぎ 、 野 鳥 の きえ ずり 。 
そこ に ある 何 も し な い 替 沢 な ひと 時 を お 過ごし いた だ け ま す 。 


ミン 


花巻 温泉 佳 松園 


太守 ( 古 有 ) バス (和泉)・ レ 人 詩人 2 名 ) 特別 [ ヶ ラウ ンス イー 
120m ン 押 
玉名 内 5 所 ) ンタ の 仙人 (も 
放 全 (を 油屋) 

画 デ ンタ イ ン ン po0 
男 テ ェ ンク アウ トン 1100 
軸 ち 枯 ま で の 通 束 新 新作 駅 か ら パ ス で 0 人 

(白人 大 駅 か 6 肖 人 .) 

東上 人 で か 6 車 で 約 5 分 
玉串 際 日 2022 生 1229 一 31 2023 和 1/12 


回 細 所 ロ a 


(計量 WP Ne 


安比 高原 の 最も 好 立 地 に 新設 きれ た 自然 と 調和 し た 休ま い が 印 象 的 な ラグ ジュ アリ ー 
屋上 の ピュ ー テ ラス か ら は 優雅 に 風景 を 楽し め る ほか 、 岩 風呂 と 栓 風呂 の 温泉 を ゆっ た りお 楽し みい た 


〔 0 (8 委 ) 安 比 高 


ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 
安比 高原 リゾ ー ト 


タ : 彰 食 付 


太守 ( 肌 ) プン CrM レ 侍 シ イン (名 ) 安比 イー トン 
13135m/ 短 
玉 人 (5 所 ンタ 六 人 コー スミ た は 和食 コー ヌ ( ス トラン) 
電信 ブウ ェ ( レ ストラ ジ ) 
画 テ ンク イン po0 
ー ク テン HO 
ち 枯 ま で の 通 JR か 6 吊 で 5 分 
電 過 か 6 記 線 で 的 50 分 
(旨み 6 基 事前) 
玉生 HB に つい て は ホテ バム ご 和朗 ( だ 3 
東上 松尾 人 思わ 6 車 で 的 20 分 
安 (RIC か 6 で 交 20 分 
琉 定 際 日 /2022 年 1230.31 2023 年 2、420.30.53.4 


msnks ン O 国 R 捉 se 


アプ pe トー ドー 休 [A5T 
新宿 ペー クタ ワー39 階 か 652 階 に 位置 し 、360 度 に 広がる 東京 の 素晴らし い 眺 望 が ゲス ト を お 迎え し ます 。 
都会 の 嘩 左 を 忘れ る こと が で きる 洗練 る れ た 空間 で 、 上 質 で プラ イベ ー ト な ご 宿泊 を 提供 いた し ます 。 


(京都) 西新 宿 
②③ ぷーーー 


パー ク ハイ アッ ト 東京 


玉 守 ( 且 ) プン:M レ 侍 シ イン (2 名 ) プ ディ プロット メイ ー ト ン 
約 160m ン 押 
男 人 内容 (場所) ンタ 契 洋 人 (ニュ ー ョ ー ク グリ ン ま た は ジラ ンド ー バ ) 
また は 和食 ( 科 ) 
洋食 ブッ フェ た は モッ トメ ニュ ー ま た は 
ペッ シー バラ ンス ブレ ッ ク ファ ー ス ト (ジラ ンド ー バ ) 
また は ルー ム サ ー ビ 24 時 間 応 ( ち 剖 屋 ) 
状況 に より 食事 内 が 葛 と な る 和合 が の りす 
男 テ ェ ッ ク イン 1500 較 チ ェ ッ ク ア ウト ン 1200 
還 仙 まで の 交通 JR 小田 名 線 新宮 か 6 人 歩く 約 12 分 
地下 多大 江戸 和 駅 At か く 人 歩 で 的 8 人 
全線 新人 1C か 6 間 で 約 3 分 
硬直 2022 年 12233 一 25.30.31 2023 生 1ー3.53ー5、 8 一 l5 


1H1 組 限定 の プラ イベ ー ト リゾ ー ト で す -. 室 族 や 大 切な 人 と の 、「 人 生 最 高 の 休 日 ] を テー ラー メイ ド で 
帯 在 中 は 、 プ ライ ベー ト ・ バ トラ ー プ シェフ ガイ ド が 心 を 込め て 、 お も て な し る せ て いた だ きま す 


還 ( 且 )/ ン ta ば し 人 3 ペッ ドッ ー ム (9 
な (7Am)、 奄 (Ram 、 紀 (69mt) 
迷 朱 は 一 陳 抽 し の メゾネット 基 で 、1 有 隊 に ば : 和 所 5 硬 、2 用 に ペッ ド と 
リピ ング ス ペース が に ざいます: 全部 屋 に 「 本 作 ひ の き 嘆 」# こ ざいます 
玉 人 (場所) 人 代 フレ ンチ コー スネ 
イン タイ ニ ン グロ AOI Ga sAet し か 0) 
人 洋食 (人 4 ング イニ シグ AO] (は 5 3A か ( しか) 
還 テ ニッ テイ 1500 一 1500 還 テ ェ ッ アッ レー1300 
罰 机 まで の 通 JR 訂 駅 か 6 加 で 約 5 人 
還 立 取 な ら 條 上 で 15 人 
長野 池 1C か 6 で 約 50 分 
名 上下 央 動員 中 補 IC ち g 車 で 約 20 人 
太 定 際 外 日 /2022 和 12431 多年 12.573ー5 


TP ーー 


た 伝統 的 な 美意識 を 基調 と し 、 
よる 日 本 料理 を お 楽し みい た だ け ま す 。 


で は の 食材 


に 含ん この 地 な ら 


ネ ラ ル を 攻 富 
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中 国生 表 を IC か 6 そ 49 分 
遍 介 HIC か 6 雷 で 交 0 人 
3092 12231 3023 和 1ー3.929-576.810-16 
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Pe 
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語 ッ カム トリ ンタ (オー ビス) を ご 用 (中) 

り ジ ナ ャ ューー を ご 導 間 ( 革 條 

宮 フ リ ー ビ リ シク (f ビ ー ム "上 人 区 サイ ダー ジュ ー ス ) 
(に 半 有 


含む 計 45 の 客室 と 、3 つ の 個性 溢れ る レス | ウン ジ を は じ め と し 、 ス パ 施 設 に は 
滞在 を お 愉し み 頂 ける アク ティ ビ ティ 6 ご 用 意 し て お り ます 。 


ベラ ビタ タ スス 科 マ リー ナ 
尾道 
PD 
PV 


テラ スミ イー トッ イン (2) ご オ ー デ ャ ン フロ ント 100ml 
テラ メイ ーッ ッ ドン イン (5 神 ) オー シャ シフ ョ シト 約 100mt ご 人 


プラ スポ イ ー ト キング タツ w(3 名 ) プ キ ー ジ ャ シフ ロン ト ご 簡 00mi 攻 
LTE 
人 和食 コー ヌ 和 (折戸 内 名 
詳 人 コー ス 科 理 ( ン ダニ ンダ キレ テ ギ アリ 
穫 


4 和 ( 和 家人 L な 0 
7302030( 舌 コー ス 理 理 は 2 生 分 の 2 転 な 0 


人 ( 世 所)# ち は 洋 條 (4 ンダ ニン ダ エレ テ ギ の 
還 テ ニッ クイ ンー1500 還 チ ュ ッ ク ァ ウト 1200 
W で の 多 細 本 線 和 山 人 か omW で 約 10 人 
まけ ラス スー レー 山科 山 机 IC か 6 で 特 40 人 | 


年 PF2.53ー6. 


セッ ジン =68 還 和 富 外 205zF ZS1 30 
を 命じ 人 沼 H を 只 ( 


PP 軸 中 囲 二 還 回 中 


系 を 上 芝 の g て な し で な 凶 れ し ます .SHIROYAMA HOTEL kagoshima は 桜島 を 一 望 する こと が で きる ホテ ル で す 。 
7 豊か な 自然 と 緑 に 囲ま れ た ホテ ル は 鹿児島 市 街 地 の 中 心 標高 108m の 安 6 ぎの 空間 。 四 季 折 々 に 美しく 映 ろう 城山 の 森 が お 迎え いた し ます 。 


2 泊 3 晶 
プラ ン 


SHIROYAMA HOTEL 
kagoshima 


朝食 2 回 * 夕 人 2 回 付 


民政 天 きつ お 提 ( 姓 用 夜間 お よび 天 抽 半 により 覆 人 見 5 れ な い 電 人 


2EZP * 


目 の 前 に 広がる の は コー ラル プル ー に 交 く 海 と 白砂 の ビ ピーチ. ご 到着 の 瞬間 か ら 6 すべ て の お お客様 を 、 
ハワイ で 100 年 以上 の 歴史 を 重ね て きた ハレ クラ ニー な ら 6 では の ホス ピタ リティ で 穏やか に 包み 込み 、 優 美 に 祝福 し ます 。 


呈 ) 二 Wio5 
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寺 旨 人) 思 村 2 泊 3H 


= ブラン 


ハレ クラ ニ 沖 縄 
朝食 2 回: 夕食 1 回 付 


古人 2 イン (8 名) ご コーポ ャ ネイ ー ト ン 導 
102m 和 人 
還 名 由 9 
ク 作 肖 き ー タ ( ネ テ ー キ & ウ ィ シ TRIRNGDON]) 
1700-2200(L.03100) に 利用 の 3 を 月 有 9 和 能 ) 
導 ツク レッ プ - 導 - ネ ポー ツウ ェ ナー ビー ナオ ンダ ん を 守り た 
リータ ジュ アル で ご 朱 臣 (だ St 
六 る な 人 や 潮時 は 科 内 の 他 し ス トラ ンー 軍 まな る 場 
直人 プ ッッ ェ ー ド ディ ダニ ング 「HOUSE WITHOUT A KEYj) 
還 テ ッッ クセ ンーISO0| 
還 テ ニッ クア ウト 1200 
いら 多 ご 攻 本 滝 な ち で 75( 自 和 間 用 ) 
生還 聞 IC か で 和 
還 守 022 229 
3023 和 1ー3、439-5/7715r16.85ー19.9/16.7 


LE2 


[ammmckugw | 


ョ 人 リン タ を ご 用 (51 人 

ド 提 に て 着用 
時 DI 
(人 ご 人 分 は 科 - 昌 由 の 請 時 拓 分 は 押 


宮古 諸島 の 伊良部 島 、 理 瑞 の ビー チ に 岸 線 に 位置 する 、 オ キー シャン フロ ント の ホテ ル 。 蒼 の グ : 
AE さざ波 の 音 、 馬 の 出 り 、 島 を 抜け る 風の音 な に 


信和 ( 時 en し 人 キン 


ク を ご 用意 ( ぉ 1 人 株 在 中 上) 
イリ 全音 に ろく はめ な お で 
ジャン セ ギ フフ トド リン クセ 失い り る 時 を 提供 いた し は 


私 た ち は 「 旅 」 の 役 宙 が 大生 の 豊か さ を 増す だ け で は な く 、 「 旅 」 誠 通 し て 地球 環境 の 重要 性 を 伝え る こと に より 、。 
持続 可能 な 社会 の 実現 に 欠か せな い 重 要 な 役割 を 担う よう に な っ で WS く と 考え て お り 、 こ 
「 共 も が 旅 を 楽し め る 社会 の 実現 」 を 目指 し て いま す 。 


6 が ソー* ノ ズル 


高級 旅館 ・ 高 級 ホ テル の 予約 は 
近畿 日 本 ツー リス ト の ハイ クラ ス サ イ ト 


当社 サス テ ナ ブ ルプ ラン は Blue Planet ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


詳し い 内 容 、 ご 予約 は シン 
「 イ ンタ ーネット 」 で lk* 思 た 12F セ 』 


旅人 行 は 近 通 日 ま ソ ツー リス ト 昧 式 会 (IF 当社 ] と いう ) が 企画 理生 し 家 す る 在 
画 作 行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され る お 客 は 当社 と 募集 型 画 行 約 を 的 和 す る 


こと に な り まで. 謝 約 の 内 容 ・ 件 は 、 人 人 広 告 (パン フレ ッ ト 等 ) の 各 コ ー ス ご 。 
記載 され て いる 失 件 の ほか 、 下記 仁 、 虹 終日 和 表 及 び 当社 の 「 放 弥 ( 和 集 
理生 克 の 部 ) 」 に より まず 。 

2 旅行 の 申し 込み 

(1) 入所 定 の 事項 を 記入 の うえ 、「 ベ スト セレ クシ ョ ン 錠 ギフ ト 震 を 世 え て お 中 し 
込み いた だ さま す 。 ま た お 和 様 が 放 行 の 参加 に 落し 、 利 な 配 加 を 必 苦 どす る 場合 に 


まお 中 し 込み の と き に お 中 し HH くだ さい 可能 な 押 内 で 当社 は これ に 広 じ ます 。 

(3 旅行 代金 の 疾 用 : 族 行 代金 は 、 名 コー ス と も 2 名 欄 1 室 利用 の 2 多様 分 の 金 
500.000 円 (税込) と なり まず 。 

(3) 当社 は 電話. 計 便 、 フ ッ ァ ク シミ リ 、 イ ンダ ーネット その 他 の 通信 持 穫 に よる お 中 し 込み 
を 且 け 付 け ます 。 ご の 場合 予約 の 時 点 で は 下 約 は 成立 し て お ら ず 、 当 社 が 予約 の 拓 
で し た 5 多 し て 3BI に 人 と [ ペ スト セレ クシ ョ ン ギ ワ ト 交 を 

(4) 18 誠 混 の 方 は 、 表 者 必 の 同軸 書 が 必要 で す 。15 閑 滑 の 方 の ご 苦 加 は 、 保 者 の 
同 を 計 特 と し まず 。( 回 し 一 部 の コー ス を 陸 さ まず 。) 

(5 お客様 の 状況 に よっ て は 、 当 初 の 手 部 内 容 に 含ま れ て いな い 笠 別 な 札 加 、 首 が 必 
概 に な る 可 馬 性 が あり まり 詳細 は 、「 守 箇条 件 書 ] の 「3- 員 名 ] 
を 認 の うえ 、 特 別 な 配 措 置 が 必 良 と な る 可能 信 が ある 方 は 、 ご 恒 座 さ は て いた 
だ さま す の で 、 め ず お 中 し 出 く だ さい 。 

3. 玖 の 成立 下 約 半面 の 交付 

(1) 太 人 画 放 約 は 、 当 社 が 現 約 の 締結 を 滅 語 し 前項 の 中 入金 を 受 し た と き に 
選 立 する も の と し まず 。 

(2) 通信 区 的 は 朋 項 の 規定 に か か わら ず 、 当 社 が 現 約 の 紀 を 基 語 する 旨 の 適 知 が お 客 
層 に 半 し た 時 に 成立 する もの と し ま 

(3) 当社 は 下 約 の 成立 行夫 行 サー ビス の 内 容 そ の 他 の 旅行 人 及び 当社 の 責 
人 に 間 す る 事項 を 紅 し た 書面! 下 「 作 紀 硬 ] と いい ます ) 選 肖 し いた し ます -( 当 
パン フレ ッ ト ほ この ご 旅行 条 件 書 に お いて 、 下 和 半 面 の 一 癌 と いた し ます ) 当社 が 手配 
し 主管 理 する 務 を 負う 旅行 サー ビス 所 四 は 、 当 邊 9 半面 に 示 い た し ます 。 

りお 申込 み の 午 員 に お いて 、 満 穴 . 満 パ そ の 他 の 理由 で 旅 邊 的 の 拘 語 が 直ちに で き 
な い 電 人 、 当 社 は その 提 説 明 し 、 お 客 欄 の 話 を て 、 お 客 様 が 「 取 消 条 ち 」 状 態 で お 
均 ち いた だ ける 誠 崩 を 沼 し 、 予 約 可能 に 缶 け て 共 力 する こと が あり ます ・。( 
「 ウ ェ イ テ ィ ング 登録 」 と いい ます 。) その 人 「 中 和書 [ペスト セレ クシ ョ ン ギフ ト 苦 ] の 
提出 中 し 受け ます 。 当 社 は 予約 が 宛 了 し た 昌 合 通 や か に その 提 を 過 知 し まず ・ こ の 
軸 褒 で 約 の 成立 と な り ます 。 た だ いし 、 当 社 が その 予約 可能 遂 知 の 前 に お 客 様 か ら 


[ウェ イ テ ィ ング 登録 1 の 欠 の 申出 が あっ た 場合 、 立 は お 待ち 頂け る 陣 時 まで に 結果 
と し て 予科 が 不可 能 な 場合 は 当社 は 「 ペ スト セレ : 
お 、「 ウ ェ イ ティ ング 登録] は 予約 の 完了 な 保証 する も の で は あり ませ ん 。 


ョ ン ギ フト 雰 ] を 反 四 し ます 。 な 


当 守 は 当社 の 見 和 型 で 画 太 行 を 当社 を 信 し て 選 売 する 会 社 が 提 失 ず る クレ ジッ ト 
カー ド 会 社 (0 下 | 下 岳 会社 ] と いい ます 。) の カー ド 会 員 (以下 | 会 員 と いい ます 。) よ り 所 
人 の 人 へ の 会 員 』 の 妥 名 な ぐし て の 作 行 等 等 の お 到 払 い を 芝 け る こと を 半 件 に 「 理 
革 、 和 便 ファク シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手 級 に よる | 中 し 込み を 明 け る 昌 合 が 
あり ます ・( つ 評者 に より 当 設 泊 が 出 天 な い 電 合 が あり ます 。 ま た 取 抽 可能 な カー 
の 舌 も 用 和 者 に より 思 な り ます 所定 の 伝 束 に 会 員 の 履 名 を いた だ さき ン | 
トカ ー ド で お 宮 払 いい た だ く 克 は 通信 下 約 に は 計 当 せ ず 、 敵 の 旅行 約 と な り ま す 。) 

5 行人 二 の お 支払 い 
旅行 代 人 は 旅行 開始 日 の 15 日 前 まで に お 亡 払 いく だ さい 。 

旅行 代 金 に 人 まれ る も の 

信行 日 に 明示 し た 更 朱 の 運 ・ 科 全 ( 駅 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス )、 癒 
沼 、 刺 代 び 消 香 計 

@ 泊 叶 還 が 行 す る コー ス で は 、 こ の 他 に 党 、 団 体 行動 に 必要 な 心 人 を 今 あ ます 。 
上 記 の 語 人 用 は 、 お 柏 の 和信 に より 、 一 可 利 用 され な く て でも 私 請 し いた し ませ ん 。 
(お 欄 に 合 ま れ な い 交通 の 店員 及び 個人 的 登用 は 合 み ませ ん ) 

6. お 客 様 か ら の 旅行 約 の 角 (人 科 前) 

過 客 様 は いつ で も 次 に 定め る 取消 幸 ( お 一 人 柏 に つ ざ ) を お 凛 払 いた だ いて 
約 を 拓 隊 する こと が で さき ます. この 昌 合 、 棄 に 選 受 し て いる 旅行 代金 (あるいは 
か ら 所 定 の 取消 を 半 し 引き 払い 雇 し いた し ます 中 人 の み で 取消 笠 が ま か な え な 
いと き は 、 そ の 差 導 を し 受け ます - (な お 、 表 で いう 取消 日 と は 、 お 客 様 が 当社 尺 び 放 
行人 法 で 規定 され た 「 和 記 1 下 [当社 5] と いい ます .】 の それ ぞ れ の 常 日 、 
人 時間 内 に 取消 する 了 を お 中 し 出 いた だ いた を 基準 と いま す 。) 
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( 品 ) ベ ラピス タス (マリ ー ナ の (人 の 理 人 で も HB の と な り ます ) 


makoggnzsemucago6c] wmag | WWAg me 
日 | 2nBm-gB | 7B-2BB | om | | 


| 還 琴 | 20% 3 49% 50% | 100% 


当 二 た は ジー ビス 放 人 間 に お 3 し 5 泊 当 1399 で に ご 前 が 
< 宿泊 きれ U な か っ た 場外 基 加 と し て 所 わせ て 把 ざ 示す 。 


人 人 切 和 有利 用 する 旅行 に つい て は 、 左 記 の 表 に よら ず 、 コ ー ス ペー ジ 
内 に 記載 する 到 治 料 に 独り ます 。 

※ 当 社 の 責任 と な ら な い 全 種 ロー ン の 到 択 上 の 事由 に 基づき 、 お 取消 
な る 場合 上記 到 消 科 を お 宮 払 いた だ きま す 。 

お 客 様 の ご 部 合 に よる 出 完 日 お よ げ コー ス の 実 更 、 運 、 奏 泊 根 関 和 行 中 の 一 部 
の 変更 に つい て も 、 全 体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ます 。 

お 客 様 頁 任 

(1 お客様 の 奄 又は 骨 矢 に より 当社 が 提 害 を 寝 っ た と き は . 当 談 お 客 は 損害 を 和 
貨 し な け 人 1 ば な り ませ ん 。 

(⑦ お 客 様 は 、 当 社 か ら 提 供 れ る 情報 を 活用 し 、 お 客 様 の 利 ・ 基 務 そ の 他 旅行 区 
の 内 加 に つい て 理解 する よう に 努め な けれ ば な り ま せん 。 

(お) お客様 は 、 旅 行 開始 後 に 和 約 面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て 、 記 載 内 容 
と 弄 な る も の と 認 属 し た と 寺 は 、 放 行 拉 に お いて 有 や か に 当社 、 双 は 旅行 サー ビス 
提供 首 に その 旨 を 中 し 出 な けれ ば な り ま せん 。 

8 別人 

当 守 は 、 当 社 の 責任 が 生じ る か 否 か を 問わ ず 、 団 内 和男 克 数 の 特 過 人 
規程 で 定め る と ころ に より 、 お 客 様 が 旅 参 加 中 に 旋 激 か つ 全然 な 外来 の 事故 に 
よっ て その 生体 又 は 手 和 物 の 上 に 概 っ た 一 定 の 損 電 に つい て 、 あ ら か じ め 定 
め る 笑 の 補償 及び 只 遇 全 を 支払 いま す 。 

9 革 準 日 
この 旅行 視 は 、2022 年 7 月 1 日 現 在 を 洒 準 と し て いま す 。 

また . 放 行人 金 は 2022 征 7 月 1 日 下 在 の 有効 な 涯 人 規則 を 浴 と し て いま す 。 


人 ホテ ル 特に お いて 、 客 拉 が 光村 間 ・ そ の 他 の サー ビス 短 を 追加 され た 同 は 、 
人 とし て 洛 和 の 名 近江 せら れ ま す の で ご 了 玉 くだ さい 。 


LCTOTSET3 
(.) 近 統 日 ま ツー リス ト 株 式 全社 ( 以 下 [当社 ]) 及 び ご 旅行 を お 中 込み い た だ いた 胡 旗 放 和 
(以下 [は . 終 込み の 昭 に 電 出 いた だ いた 個人 情報 に つい て 、 お 客 さま と の 連 
表 や 亜 . 半 和 の 手 写 の た め に 利用 させ て いた だ く は か 当社 の 放 け 的 上 の 
時 の 人 用 等 を 科す る 保険 の 手続き 上 放 末 な 和 還 内 に お いて 当 江村 に 放 代 い た し 
ます, また 、 放 行先 で の お 客 さ ま の 山科 の 人 宮 の た め 、 お 客 さ ま の お 名 が び 活 時 さ れ 
る 導 便 等 に 係る 可 人 情報 、 電 方 等 で 人 店 等 の 者 に 提 失い た し ます 。 お 中 
いた だ く 央 に は 、 こ れ ら の 個人 情報 の 電 に つい て お 和 さ に 条 奄 いた だ くも の と し まず 。 


(の 当社 は 、 放 行 中 に 位 生 が めった 場合 に 備え 、 お 客 の 旅行 中 の 好 先 の 方 の 個人 策 報 を お 


介 い し て いま すこ の 個人 情報 は 、 お 客 欄 に 馬 が あっ た 人 で 之 絡 和 の 方 へ 軍 絡 の 必要 
が ある と 当社 が 庫 め た 場合 に 人 用 させ て いた だ きま ず 。 お 客 は 、 辻 先 の 方 の 個人 情報 
を 当 和 に 郁代 する こと に つい て 遂 先 の 方 の 紀和 を 香る も の と し ます 。 

当社 は 当 守 が 保有 する お 客 さ の 困 人 を 仙人 や 口内 な ど 了 人生 お 客 
さま へ の ご 才 や 万 の た め に 、 当 社 グル ー プ 償 及 売店 と 共 央 利 思 させ て いた だ 
ます ・ 当 柱 プ ルー プ け 了 が 六 利用 る 困 人 情報 は 以下 の と お り で ザー 
人 か 氏 る 、 電 話 前 生年 有 日 性別. 半生 殿 、 メ ー ル アド レス 

(6) 上記 の ほか 、 当 社 の 箇 人 情報 の 了 り 錯 い に 関する 施 委 に つい て は 、 当 社 の 店 琶 は ホ ー ム 
ペー ジ で ご 守 認 くだ さい 。 

(9 当 字 は お 客 の お の 仙 の た め 、DFS( 免 ) に 個人 デー タ を 電子 9 方 法 で 人 
する こと に よっ て 提供 いた し ます お客 球 の ご 住所 . ご 利用 全 寄 の 詳細 情報 に つい て は 提供 
し て いま せん の で 、 ご 草 用 当日 に ギャ ラリ ア 光 角 byDFS に お 牛 し 出 く だ さい . な お 、 こ れ ら 
の 人 ハデ ー タ の 寺 の 人 は を さ れる B は 、 下 の 合わ せま で 
お 申し 出 く だ さい 。 


Se 


本 ツー リス ト の 
近畿 日 本 ツー リス ト 株 式 会 社 共 思 所 適 
当 お 還 053 一 人 日 本 全会 = Saytn aa 
お ビン ター PE 
6 員 TI 
Et 還 ( TCS - 
新しい 旅 の エチ ケッ ト 
| 人 サー 一 生 リ スク を 選 け て 容 必 で 未 し い 旅行 
村人 和 Em 
に ょ 9 一 人 の 協力 が 、 み ん な の 楽し い 旅 を 守 9 ま す 。 
id 信二 只 如 入 の 記 ry ma eee | | 弱 に ご 不明 な 成 が あれ は 、 旅 業務 の 

上 E SD ] | 蘭 座 租 呈 設 人 人 性 因 


6 


Ne の 


ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 


pAz1oo。 巡 r 語 万 訂 "グー ノズル ー 


1854 (1 ロ 5 


